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「ハレのサンサもデデレコデン」てなに？ 
 

「こきりこ節」は、五箇山に伝わる日本最古

の民謡ですが、もともとは平家の落人がここに

住み着く以前からあった田楽が原点です。 
 

古い民謡なので意味の分からない言葉がたく

さん出てきますが、一番のナゾはこれです。 
 

「マドのサンサもデデレコデン、ハレのサンサもデデレコデン」 

歌の調子・リズムを整えるための意味不明の「囃子言葉」というのが通説に

なっていますが、それでは物足りないです。 

「デデレコデン」は太鼓の音らしい、それは分かりますが、「マドのサンサ」

や「ハレのサンサ」が何のことや？ 
 

それを明快に説明している記述がありました。 

少し眉唾ものですが、トリビア通の私としては、単にわけの分からない「囃

子言葉」とするよりも、信じる信じないは別として、納得できます。 
 

大昔、国家を失ったユダヤ民族が、長い年月を掛けて大陸を渡り日本にたど

り着き定住を始めました。 

その根拠とするところは、彼らが使っていたヘブライ語という言語の単語が、

日本語の単語によく似ているからです。（右表を参照） 

「どけ、どけぇ！」と元気のいいニイちゃんがよく言いますが、これもヘブ

ライ語の排除する意味の dokheh（ドケ）です。 
 

「どっこいしょ」という言葉もヘブライ語に由来するといわれます。 

dokheh yeshua（ドッケイシュ）苦しみをどけてください、というヘブライ

語から「どっこいしょ」と変化したものです。 
 

「マドのサンサ」もヘブライ語なのです。 

「マド」とは moed（モエッド）「祭り」

を意味するヘブライ語です。 

「の」は願いを込めて祈ることの na（ナ）、 

「サンサ」とは「喜び」を意味するヘブ

ライ語の（サッサ）です。 

つまり「マドのサンサ」は、「祭りだ！

祈れ！喜べ！」という歓喜の叫びなのです。 
 

では太鼓の音と考えていた「デデレコデ

ン」とは、進行中という意味の baderekh

（バデレコ）、「デン」は彼らの部族名「ダ

ン」が少々訛って「デン」。ちょっとこじ

つけですけど。 

つまり「デデレコデン」とは、ダン族が

新天地に向かって移動する勇士の姿を唄っ

ているのです。 
 

次に「ハレのサンサ」の意味ですが、 

「ハレ」とは、ヘンデルの「ハレルヤ！」

の「ハレ」と同じです。 

hallelu（ハレルー）賛美する、の意味で

す。だから、 

「ハレのサンサ」とは、「神を賛美せよ！祈れ！喜べ！」という意味の囃子

言葉になりました。 
 

日本語とヘブライ語の単語が似ているというのは、偶然でしょうけれど不思

議ですね。 

深い山に囲まれて隔絶された五箇山に、何でユダヤ人の言葉が入ってくるの

ん？ やっぱり五箇山は宇宙人の住むミステリーの里なのかな？ そんなこ

とを考えると、この歌がますます楽しくなってきます。    亀岡弘志（記） 
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「こきりこ」という打楽器 

 

（日本語）    （ヘブライ語） 
 

ミカド （帝）      ミガドル （高貴なお方） 

ミコト （尊）      マクト  （王、王国） 

ネギ  （神職）    ナギット （長、司） 

アスカ （飛鳥）    ハスカ  （ご住所） 

ミソギ （禊ぎ）     ミソグ  （分別・性別）  

ヌシ  （主）      ヌシ   （長） 

サムライ（サムライ）  シャムライ（守る者） 

ヤリ  （槍）      ヤリ   （射る） 

ホロブ （滅ぶ）    ホレブ  （滅ぶ）  

イム  （忌む）    イム   （ひどい）     

ダメ  （駄目）     タメ  （ダメ・汚い）  

ニクム （憎む）    ニクム  （憎む）   

カバウ （庇う）     カバア  （隠す） 

ユルス （許す）    ユルス  （取らせる） 

コマル （困る）    コマル  （困る） 

スム  （住む）    スム   （住む） 

ツモル （積もる）   ツモル  （積もる） 

コオル （凍る）    コ－ル  （寒さ、冷たさ）  

スワル （座る）    スワル  （座る）   

アルク （歩く）    ハラク  （歩く） 

ハカル （測る）    ハカル  （測る） 

トル  （取る）     トル   （取る） 

カク  （書く）     カク   （書く） 

ナマル （訛る）    ナマル  （訛る） 

アキナウ（商う）    アキナフ （買う）  

アリガトウ(有難う)   アリ・ガド （私幸福です）  

ヤケド （火傷）    ヤケド  （火傷）  

ニオイ （匂い）    ニホヒ  （匂い） 

カタ  （肩）      カタフ  （肩）     

ワラベ （子供）    ワラッベン（子供） 

アタリ （辺り）     アタリ  （辺り） 

オワリ （終わり）    アハリ  （終わり） 

 

 

 


